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表

題

写

真

白

．
．
．
 
一

日

名
木
め
ぐ
り
シ
リ
ー
ズ
に
つ
い
て

ま
れ
た
自
然
環
境
の
中
で
育
ち
残
っ
て
き
て
い

目

る
巨
木
、
老
木
、
あ
る
い
は
珍
木
を
訪
ね
、
町
一

民
の
み
な
さ
ん
の
関
心
を
よ
び
、
こ
れ
ら
を
守

…

り
つ
づ
け
て
い
く
よ
す
が
と
も
し
た
い
と
考
え

”

た
か
ら
で
あ
る
。
た
だ
し
、
制
己
町
の
自
然
の

…

中
で
育
成
し
て
き
た
樹
木
の
巾
で
、
天
然
記
念

…

物
に
指
定
さ
れ
て
い
る
も
の
や
、
そ
れ
ら
に
準
…

ず
る
も
の
な
ど
の
中
か
ら
と
ら
え
て
い
く
乙
と
一

を
た
て
ま
え
と
し
て
い
き
た
い
っ

一

（
ど
意
見
や
と
協
力
を
お
ね
が
い
い
た
し
ま
す
）
…

H
編
集
委
員
長
九
里
遺
守
H

…

毎
日
の
よ
う
に
、
マ
ス
コ
ミ
は
公
害
に
つ
い

…
て
の
報
道
を
行
な
っ
て
い
る
が
、

一
九
七

O
年

同
代
は
、

公
台
か
ら
人
類
を
守
る
た
め
の
工
夫
が

…
な
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
さ
れ
て
い
る
ほ

山
ど
に
、
人
聞
は
住
み
に
く
く
な
っ
て
き
た
。

わ
が
刷
日
町
の
自
然
環
境
も
ま
た
、
必
ず
し

…
も
例
外
で
は
な
く
、
物
質
文
明
の
副
産
物
は
あ

…
の
手
と
の
手
と
わ
が
町
の
環
境
を
も
だ
ん
だ
ん

…
と
破
壊
さ
れ
よ
う
と
し
て
い
る
。

－

本

年
度
表
題
写
真
紹
介
に
よ
る

「
わ
が
町
の

一
名
木
を
訪
ね
て
」
の
シ
リ
ー
ズ
も
、
か

つ
て
恵

阪；；ぷ；待j員；休養：：持；：員；；券；：詩t%1~H~i
.. 

」
の椿

にあるが、 「l尼崎樹躍」そのものが、図指定の天然記念物とな

っているため、乙の熔だけを特に指定する必虫ーはない。

Yノくキは葉はつやつやして葉肉は厚く、 雪組にたえて早存

に、五弁の赤い花を咲かせる。古来、春のよろこびを占う神木と

して尊ばれてきた。

わが国では1:1くから自生するため観賞用として愛され、桃山

i時代には闘芸品極も育成されるようになってきた。その清楚な

盗は茶人に愛され茶席の花としてよく用いられている。

しかし、武家時代には、花こ・とポロリと落花するので、きら

われたとか。江戸時代にはいって既に百余閣の閣議，g,植が作ら

れて怖の品積開発は本格｛じしてきたO 現代二百組あまりの品騒

があって、一童、八盤、完全八重の三群に大別することができ、

花の色も、赤、白、淡紅、しぼりなどができた。

わが朝日町は城山一帯；とその周辺が、ユキツパキや・ヤプツバ

キの群生地として著名である。

神林明
三位郷の総鎖守、 出・附のl血附神社の社背林、明神椋の登り口

に、目通りの間四 ｜米60、樹高4米の椿の巨木が一本生えてい

るのを見る。

文部省指定の「血~！~樹液」の中で、ここを訪れる人は、との惜の

巨幹仁驚嘆の声を売する。との他、倦の大木が数本あるが、これ

はその中でのもっとも大きいものでる。ツバキは、双子葉植物ツ

バキ税の常緑高木で、本州、四国、九州の主として海岸近くの隈

地に自生するもので、｜暖地性植物の北限とされている「鹿嶋樹

叢」内に、との憐の巨木を見るのは、しかも対馬暖流の潮流がぶ

ちあたる宮崎鼻に位隠するζの地にあるととは当然であろう。

県内最大のものとはいえないが、三指の内に数えられる。氷

見市久自の者谷に恨ぎわで、！l除のまわり、 3米50という県指定

の老谷の大椿と、 ｜司じく氷見市は長坂の不動除これは、幹の

まわり 2米、高さ12米にも及ぶものがある。乙れも県指定の天

然記念物となっている。明神林の大橋は、県指定の価値は充分

崎
r.6"・司
邑



(2) 

境
地
区
成
人
病
対
策
運
動
｜
一

三
年
間
の
歩
み
し
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町
の
施
策
の
重
点
目
棋

と
し
て
の
健
康
づ
く
り
運

動
の
一
環
と
し
て
健
康
状

況
を
調
査
し
た
結
果
、

国

民
健
康
保
険
の
利
用
率
が

境
地
区
が
割
合
高
い
乙
と

が
判
明
し
話
題
と
な
り
ま

し
た
。
と
れ
を
契
機
と
し

て
、
境
地
区
で
は
、
地
区
総
ぐ
る
み
健
康

づ
く
り
運
動
に
踏
み
切
り
、
過
去
三
年
間

に
亘
り
、
そ
の
原
因
の
調
査
と
こ
れ
に
つ

い
て
の
対
策
に
つ
い
て
活
発
な
運
動
を
展

開
し
て
き
ま
し
た
が
、
こ
の
ほ
ど
そ
の
活

動
内
容
や
瓜
果
に
つ
い
て
つ
ぎ
の
よ
う
に

ま
と
め
ら
れ
、
さ
ら
に
ζ

れ
を
土
台
と
し

て
引
続
き
ζ

の
運
動
を
強
化
し
て
い
く
と

と
に
な
り
ま
し
た
。

〈
野
外
運
動
を
楽
し
む
人
た
ち

v

p
f
Tr
芋

ー

司
会a
依

ひさあ（駒嵐長易詔）第189号

r 

原
因
及
び
対
策

上

婦
人
は
家
庭
弥
働
の
ほ
か
に
農
耕

作
業
、
土
建
関
係
従
事
に
よ
る
労

働
過
重

2

一
般
的
に
塩
分
摂
取
過
多
に
よ
る

各
種
成
人
病
の
誘
発
と
食
生
活
の

改
善
問
題

正
国
道
八
号
線
を
は
き
む
環
境
条
件

に
伴
な
う
交
通
安
全
対
策
の
一
環

と
し
て
の
敏
捷
性
巧
轍
性
の
養
成

第

一
年
目
の
重
点
目
標

。
組
織
の
育
成
と
病
因
調
査
の
た
め

の
検
診

検
診
、
体
力
テ
ス
ト
、
保
健
指
導

栄
養
教
室
、
ふ
と
ん
干
し
運
動

家
庇
看
護
、
疲
労
回
復
体
保

第
二
年
目
の
重
点
目
際

。

第
一
年
目
の
運
動
結
果
か
ら
地
区

特
有
の
問
題
点
の
相
即
時

険
診
の
融

統

栄

華

教

誼

味
唱
の
出
分
淵
資
（
特
定
抽
出
）

寝
具
の
衛
生
管
即
日
常
術
生
講

話疲
労
回
復
体
肢
の
実
施

異
常
者
に
対
す
る
家
庭
訪
問
指
導

第
三
年
目
の
重
点
目
標

。

従
来
の
誌
査
統
計
か
ら
み
た
原
因

調
査

検

診

栄

養

教

室

調

資

結

果

か
ら
見
た
味
噌
の
改
善
（
強
度
の
塩
分

使
用
）

寄
生
虫
検
査
戸
寄
生
虫
七
口
運
動
）

血
色
素
検
査
（
婦
人
層
に
低
血
圧
が
多

術
史
講
話
（
正
し
い
阪
僚
と
服
誕
）

体
力
増
進

疲
労
回
復
運
動

以
上
の
よ
う
な
概
況
で
す
。
特
に
問
題

点
と
し
て
．
、
地
分
の
と
り
過
ぎ
と
疾
病
の

因
果
関
係
が
取
り
あ
げ
ら
れ
、
使
用
味
噌

汁
に
つ
い
て
二
四
戸
抽
出
調
倉
し
た
と
こ

ろ
厚
生
省
基
準
一
五
%
の
と
こ
ろ
は
一
六

戸
で
他
は
い
す
れ
も
か
ら
い
ミ
ソ
を
使
用

し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。

と
れ
は
境
地
区
が
昔
か
ら
男
の
大
半
が

出
稼
ぎ
、
ま
た
は
漁
業
に
従
事
し
、
そ
の

し
わ
よ
せ
で
女
が
農
作
業
を
し
て
い
る
た

め
、
過
重
労
働
か
ら
、
一
般
に
か
ら
い
ミ

ソ
を
常
用
す
る
傾
向
が
強
い
た
め
と
み
ら

れ
ま
す
。
そ
れ
で
食
生
活
の
改
善
、
そ
の

他
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
食
事
に
重
点
を
お

き
、
成
人
病
の
誘
悶
と
な
ら
な
い
よ
う
に

指
導
を
す
す
め
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

な
お
境
地
区
の
昭
和
凶
十
四
年
度
国
民

健
康
保
険
疾
病
状
祝
の
関
係
を
み
ま
す
と

間
保
加
入
者
、
二
二
三
名
（
加
入
率
二

一
了
九
六
%
）
の
疾
病
状
況
と
医
僚
費

用
制
一
位
、
高
肌
任

二
0
・
一
ニ
%
八
九

四、

一一
．五
九
円

二
位
、
尿
器
肝
臓
の
疾
忠

一
六
・

一

%

七

一
、
九
九
六
円

三
位
、
尚
伯
郡
疾
思

一
五

・
八

%

六
九
七
、
四
九
八
円

の
順
で
多
く
の
人
が
病
気
に
か
か
っ
て

お
り
、
多
額
の
隠
療
費
が
使
わ
れ
て
お
り

ま
す
。
先
の
塩
分
調
査
の
結
果
に
も
あ
る

よ
う
に
、
塩
分
の
取
り
過
ぎ
と
成
人
病
の

関
係
、
毎
月
の
労
働
、
食
事
の
関
係
、
そ
し

て
老
化
制
象
と
つ
な
が
っ
て
き
ま
す
。
こ

の
よ
う
に
境
地
区
は
地
区
な
り
の
問
題
が

あ
り
ま
す
。
そ
こ
で
説
明
会
等
に
よ
り
、

地
区
合
体
の
協
力
に
よ
る
恥
か
ら
い
ミ
ゾ

の
改
器
対
策
が
強
く
だ
さ
れ
ま
し
た
。

向i
橋！
笹出i

,.11.J I 

川成！

地

ま
た
、
老
化
現
象
の
予
防
と
し
て
、
野

外
放
送
に
よ
り
つ
か
れ
を
な
く
す
る
依
操

な
ど
を
流
し
、
家
庭
に
い
る
人
も
農
業
に

従
事
す
る
人
も
、
ひ
と
と
き
で
も
腰
争
伸

ば
し
た
り
、
ま
げ
た
り
、
た
た
い
た
り
す

る
運
動
を
習
慣
．
つ
け
る
よ
う
公
民
館
活
動

と
し
て
と
り
あ
げ
ら
れ
ま
し
た
。

ま
た
栄
養
教
室
に
つ
い
て
み
ま
す
と

一
、
六
つ
の
基
礎
食
品
の
必
要
性

神

交
通
網
の
般
的
、
山
村
過
敵
地
域
振
興

サ
ラ
ダ
油

二
、
冷
凍
食
品
油
の
使
用
、

の
使
用
。

三
、
強
佑
ミ
ソ
改
善
、
強
化
米
の
利
用

四
、
家
族
全
体
に
喜
ば
れ
る
バ
ラ
ン
ス

献
立

五
、
チ
ー
ズ
、
ス
キ
ン
ミ
W
ク
、
財
料

，

応

用

六
、
有
色
野
菜
の
刺
用

に
つ
い
て
関
心
の
高
ま
り
と
実
際
化
が

み
ら
れ
、
一
－
一
年
間
学
び
取
っ
た
も
の
を
土

台
と
し
、
特
に
食
生
活
に
重
点
を
お
い
て

生
活
す
る
よ
う
考
え
方
を
育
成
し
、
公
民

館
活
動
を
中
心
に
婦
人
層
の
盛
上
り
と
明

る
い
町
．
つ
く
り
を
め
ざ
し
一
人
一
人
が
健

康
で
た
く
ま
し
い
体
力
づ
く
り
運
動
の
推

進
が
望
ま
れ
ま
す
c

対
策
の

一
環
と
し
て
、
ま
た
、
地
域

一

住
民
の
多
年
の
悲
顕
で
あ
っ
た
祇
川

一

地
区
の
仰
向
部
族
と
県
迫
田
中
j
簡

一

出
献
を
結
ぶ
神
附
禍
建
設
工
事
が
完

一

成
し
ま
し
た
。

↑

過
去
、
陸
の
品
局
と
し
て
、
対
山

－

と
の
交
流
は
、
つ
り
橋
し
か
な
く
単

一

が
部
路
内
に
入
る
こ
と
が
で
き
ず
、

一

火
災
や
、
地
す
べ
り
発
生
が
部
湾
民

一

の
民
大
の
不
安
で
し
た
が
、

ζ

の
橋

一

の
完
成
に
よ
っ
て
こ
の
不
安
が
一
帰

一

さ
れ
ま
し
た
。

一

こ
の
橋
の
延
長
は
、

一
九

・
凶

O

－

米
、
巾
員
四
米
、
総
工
費
ぺ
、
二
二

一

九
千
円
で
九
月
十
八
日諮問一
上、

一二月

一

一
O
H
波
工
し
ま
し
た
U

↑

（完
成
し
た
神
向
揖
）

一

区
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「
｜
城
山
美
化
大
行
進
｜
｜
一

i挙運·~~~定義組
四
月
卜
一

日
（
日
）
朝
日
連

骨
川
例
の
城
山
尖
侶
大
行
進
が

行
な
わ
れ
約
四
十
名
が
参
加
し

ま
し
た
。

午
前
九
時
、
宮
崎
鹿
嶋
神
社

境
内
で
開
会
式
を
行
な
い
、
た

だ
ち
に
境
内
哀
の
登
り
口
か

(3) 

壊
し
円
然
出
犯
と
な
り
．
定
川
川
後
に
ど

っ
と
鉄
砲
水
と
な
っ
－
二

市
に
下
流
に
流

出
す
る
危
険
性
が
あ
り
ま
す
が
、
去
る

四
月

一
日
夜
に
も
二
万
立
刀
米
の
土
砂
が

流
下
し
、
い
ま
も
な
お
同
地
に
は
五
万
立

方
米
の
崩
壊
土
砂
が
流
出
す
る
恐
れ
が
あ

り
、
大
半
部
搭
民
の
不
安
は
A
r
な
お
去
ら

な
い
状
態
で
す
。

と
れ
が
た
め
県
で
は
継
続
事
業
と
し
て

砂
防
治
山
工
事
を
早
急
に
施
行
し
復
旧
と

予
防
を
則
す
る
よ
う
計
画
中
で
あ
り
ま
す

が
、
崩
桜
地
は
述
隔
地
た
め
の
資
材
の
週

鰍
施
工
に
も
限
度
が
あ
り
、
と
門
あ
え
ず

い
ち
早
く
地
民
民
に
知
ら
せ
る
万
慌
の

一

つ
と
し
て
、
刷
出
明
地
現
場
に
作
川
を
摘
断

し
た
凶
縦
の
イ
－
J

ハ
l
似
を
悩
り
上
む
が

押
し
出
さ
れ
て
較
が
切
れ
る
と
す
ぐ
太
平

公
民
航
、
院
長
、
消
防
分
町
長
、
太
平
分

校
、
氷
上
迎
設
必
務
所
の
五
カ
所
に
ベ
ル

が
附
り
危
険
を
報
知
す
る
日
動
燃
附
報
機
が

設
問
さ
れ
ま
し
た
。

（
一二
一、
三
報
と
区
別
し
て
鳴
る
警
報
機
）

ら
、
芥
向
消
却
同
日
バ
、
く
わ
、
か
ま
な
ど

を
手
に
、
大
行
進
を
間
的
、
城
山
凶
土
で

は
附
近

一
得
の
清
掃
を
行
な
っ
た
あ
と
、

北
陸
の
山
肢
の
斤
．
で
人
I
川
眺
ω討
を
純
明
し

な
が
ら
梨
し
い
川
食
を
と
り
、
午
後
か
ら

は
、
ハ
ン
カ
ロ
l
附
近
の
凶
州
を
行
な

い
、
桜
の
苗
の
植
樹
と
松
山
山
佑
棋
語
の
立
看

肢
を
立
て
て
、

美
佑
行
進
を
終
り
ま
し

た

。

八

清
掃
す
る
連
育
団
員
V

一・
地
区
の
実
情
に
あ
っ
た
・一

ぃ；：
・：
転
換
作
物
を
：
：
：

…
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作
施
行
地

｛f
k
工
引
）

に
山
’問
転
作

｛釧

出
耐
前
五
入

ク
タ
ー
ル
以
上
）
と
し
て
、

十
七
ヘ

ク
タ
ー
ル
の
水
聞
に
牧
草
（
イ
タ

リ
ア
ン
一
フ
イ
グ
ラ
ス
）
が
播
腫
さ
れ
ま
し

た
。
ま
た
地
域
特
産
作
物
と
し
て
、
笹
川

地
区
で
は
、
み
よ
う
が
を
栽
地
し
よ
う
と

い
う
こ
と
で
、は
る
ば
る
長
野
県
か
ら
、
積

苗
を
求
め
す
で
に
作
付
が
す
み
ま
し
た
。

さ
ら
に
チ
ェ

l
リ
吋
プ
球
胤
や
施
設
園

芸
の
盛
ん
な
大
家
庄
地
区
で
も
、
作
付
の

増
加
や
施
設
の
充
実
を
図
る
計
闘
が
な
さ

れ
て
い
た
り
、
山
雌
地
怖
で
は
、
必
飢
他

を
泊
り
削
の
雅
則
を
行
な
う
と
か
、
伽
な

ど
の
川
市
樹
閣
の
造
成
金
計
っ
た
り
、
あ
る

い
は
山
出
な
ど
の
掛
作
者
で
は
、
入
手
不

足
や
不
便
さ
か
ら
ζ

れ
を
機
会
に
楠
林
し

よ
う
と
い
う
剖
闘
が
あ
る
こ
と
な
ど
か
ら

紙
作
の
面
陥
が
相
当
数
予
似
さ
れ
て
い
ま

す
。と
れ
ら
の
転
作
写
に
は
、
民
協
や
農
業

改
良
普
及
所
な
ど
と
協
議
し
た
り
指
導
を

う
け
、
適
正
な
殺
陪
管
即
の
も
と
に
地
収

を
は
か
り
、
地
域
特
産
物
と
な
る
よ
う
皆

泣
し
て
い
き
た
い
も
の
で
す
。

昭和46~度米生産調整目標数量と
事前売渡申込限度数量
l生産訓隣自隙数儲｜売枝川1込脱皮数量

::m=~「~·！i4 ~碩ヨζ「じ2l7＿， 垣92i
i犬家庄 t 8 .. 43.~ I 2.675.760 
相i陶保｜ 3 .. 44i I 890. 640 
日主質旦」ー2.!_lli__J= ＿］＿~凶0
長｜ 泊 I .1 • 955 I 500. 8~0 
lllll一 一一一 －一一一一
;. 1~!J~；~J. lll- 714~1=- _j~§~~＇ 
刈一一一卜 3?9. ［－ 仏 国一
｜小計1 g. 2s6 1 2. 365. oeo 
宮崎｜ 1 o7. I 27. 300 
野中 ｜ 217 I 64.200 
合計 I 22.617 I 6.350.040 

寸
行
政
相
談
委
員
委
嘱
」

「
｜
｜
川

上

嘉

氏

I
ll－

附
和
四
十

ムハ
年
度
か
ら

一
一
カ
年
簡
を

任
期
と
す
る

行
政
相
談
委

員
と
し
て
、

川
上
第

一
氏
（
朝
日
町
不
動
堂
一
凶

一
）

が
州
月
一
日
付
げ
で
行
政
作
山
内
庁
長
山いか

ら
愛
唱
さ
れ
ま
し
た
υ

行
政
州
談
番
目
は
、
位
所
3
公
的
機
関

の
と

っ
た
処
世
に
不
平
や
不
満
が
あ
る
と

か、

納
得
の
い
か
な
い
場
合
問
題
の
解
決

に
ど
協
方
申
し
あ
げ
る
た
め
設
け
ら
れ
て

い
る
も
の
で
す
。

行
政
相
談
委
員
は
、
自
宅
、
ま
た
は
定

例
相
談
、
巡
回
相
談
所
に
お
い
て
皆
さ
ん

の
利
談
を
受
理
し
て
、
富
山
行
政
監
禁
局

へ
連
絡
す
る
と
と
も
に
、
局
か
ら
そ
の
処

即
一
の
結
果
に
つ
い
て
通
知
を
受
け
て
、
皆

さ
ん
の
納
得
の
い
く
解
決
を
は
か
る
仕
事

を
担
当
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

な
お
相
談
事
項
に
つ
い
て
は
、
秘
密
を

守
る
ζ

と
に
な
っ
て
お
り
ま
ず
か
ら
気
軽

に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

日
た

め

し

は

か

り

を

設

置

一

消
質
生
活
物
資
の
過
正
昌
一の
確
保
を
図

る
た
め
の
尚
岱
者
行
政
の

一
環
と
し
て
、

山中
山
〈
位
協
泊
支
所
間
阿
部
僚
に
、
公
共
的

た
め
し
ば
か
り
が
設
問
さ
れ
ま
し
た
。

い
つ
で
も
、
だ
れ
で
も
白
山
に
使
用
で

き
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。
な
お
問
農

協
支
所
で
は
計
量
に
関
す
る
意
見
、
希
望

が
あ
り
ま
し
た
ら
備
え
つ
け
の
用
紙
に
記

入
の
う
え
、
意
見
箱
に
入
れ
て
も
ら
う
よ

う
に
望
ん
で
い
ま
す
。

F
h
u
ny』
守
，

s
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役
場
の
し
ご
と
は
、
ど
れ
も
み
な
さ
ん
の
毎

日
の
し
ご
と
に
結
び
つ
い
て
い
ま
す
。

四
月
一
白
か
ら
役
場
の
機
構
の

一
部
が
か
わ

り
ま
し
た
の
で
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。

峨
員
は
住
み
よ
い
明
る
い
朝
日
町
を
築
く
た

め
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
職
場
で
仕
事
に
専
念
し
て

い
ま
す。

な
お、

職
務
分
加
は
役
場
内
に
と
ど
め
学
校

保
育
所
、
泊
病
院
は
除
き
ま
し
た
。

ッフで、がんばっていますこのスタいなんあ場役のんさなみ

収

入

役

出

納

室

長

l

阿

部

順

一一
一
｜
｜
九

里

舎

義

ヘ
一
般
会
計
、
特
別
J

／
会
計
収
入
、
決
算
＼

中lllJ

JI[ 長

薙

加 助

藤 役 ・

俊

之

議

総

務

課

長

館

弘

企
画
財
政
課
長

｜
竹

内

正

税

務

課

長

｜
赤

川

重

次

住

民

課

長

l
藤

田

儀

広

虚

業

課

長

l
吉

田

良

雄

建

設

諜

長

｜
水

野

儀

議
会
事
務
局
長

野

村

久

四

（兼
監
査
事
務
〉

一
教
育
委
員
会
ー
ム

4

総

務

課

長

昇

巧

｜

｜

水

野

力

次

一

部

長

代

理

－ー
住

吉

寛

九庶
務
、請
願、
陳
情
、
J

一相
談
、町
内
会
、
儀
式
一

f

ほ
う
賞
、
庁
内
取
締
」

男

〆戸ーヘ I 
諸国 l
税定勝課

資 m 長
震凶代
意義理

~i( 雄

一

課

長

代

理

一l
嘉

義

新

太

郎

（凶
民
年
金）

一

課

長

代

国

一｜
永

口

栄

治

（体
政
、
造
称
、
狩
猟
）

一

課

長

代

理

「
広

川

義

一

（
側
閥
、

河
川
、
砂
防
）

平

坂
美
樹
子
（
秘
書
）

｜
石

井

敏

（

人

事

）

中

村

美
喜
子

（
職
員
厚
生
）

毘
熊
恵
美
子
（
給
与
）

ー
松
本
保
雄
（
選
挙
、
例
規
、
広
報
、
交
通
安
全
、
防
犯
）

林

和
夫
（
統
剖
、
街
灯
、
消
費
者
行
政
）

ー
舵
律
邦
子
（
文
献
出
）

勝

田

康

弘

（

庁
用
車
運
転
）

野

田

潔

（

O

）

－
悔
掛
伸
文
雄

（
h

ゲ

）

！
波
間
作
松
（
用
務
連
絡
）

ー
古
沢
清
総
（
大
家
正
連
絡
所
）

｜
堀
地
悠
紀
子

（山
崎
連
絡
所
）

ー
名

越

丹

＝

（

グ

）

｜
寺

西

藤
枝
（
境
連
絡
所
）

F
H
M
の
I』

nxu

一｜
中
村
雄
三
（
総
合
計
図
、
開
発
計
画
）

一｜
藤

田

文

子
（
統
計
）

一ー
愛

場

博

（予
算
、
開
発
公
社
）

一ー
河
内
昌
子
（
交
付
税
、
特
別
会
計
予
算）

丁

谷

口

昌

旦

（

資

金

）

「
水

島

信

総
（
財
・
経
取
得
管
盟
、
入
札
契
約
）

小

坂

謙

三

（
町
県
民
税
、
水
利
地
益
税
、
国
民
健
康
保
険
税
賦
課
徴
収
）

兵

部

俊

春

（

h
q

）

！
神

谷

知

明

（

グ

）

森

野

稔

（

h
q

）

！
池

田

宏

文

（

O

）

｜
大

菅

定

吉

（

h
q

）

ー
荒
尾
和
歌
子
（
町
県
民
税
特
別
徴
収
、
軽
自
動
車
税
、
臨
時
運
行
許
可
）

ー七

沢

路

子

（
国
民
健
康
保
険
税
賦
課
）

ー
長

原

忠

（

徴

収

一

般

）

ー
村

上

忠
義
（
閲
定
資
産
評
側
賦
課
徴
収
）

稲

村

功

（

h
q

）

！
大

森

敬

一
（

ク
）

ー
笹

川

夏

子

（土
地
台
帳
、
家
屋
台
帳
、
公
図
）

石

締

ス

ミ
エ

（
戸

籍
）

－
W
問
問
き
み
子
（
米
穀
配
給
）

水
島
英
明
（
住
民
設
録
、
外
国
人
登
録
、
人
権
相
談
）

｜
折

谷

小
夜
子
〈
窓
口
、
日
雇
保
険
）

！
水
島
か
を
る

（
窓
口
）

ー
荒

尾

昭

子
（

庁

）

ー
氷
見
八
郎
（
保
育
所
、
母
子
寮
、
公
常
住
宅
）

野
田
と
し
子
（
社
会
補
社
、
生
活
保
護
、
募
金
）

l

勝
田
香
代
子

〈保
育
所
）

ー
岡

本

京

子

（

身
体
障
害
、
山
或
扶
養
手
当
）

｜
数

家

孝

子

〈
福
枇
年
金
、
保
険
料
収
納
）

ー
丸

岡

文

男

（拠
出
年
金
、
保
険
料
収
納
）

！
河

村

忠

喜

（国
保
、
療
養
質
調
定
、

直
営
診
摂
所）

岩

井

正

美

（
国
保
資
絡
得
梨
、
瞭
諮
給
付）

中

村

勝
私
（
保
健
術
生
、
伝
染
病
、
母
子
尚
生、

成
人
病
予
防
）

l
越
坂
邦
タ
（
蹴
境
術
住
、
消
捕
、
れ
犬
病
予
防
）

l
H川
山

文
子
（
保
健
相
場
）

ー
史

田

倭

子

（

h
q

）

道

府

美
枝
（

ク

）

名
古
尾

監

子

（

グ
）

ー
藤

田

隆

義
（
塵
芥
収
集
車
運
転）

大

谷

孝

必

（
h
q

）

水

島

市

F
Y
（水
道
、
水
道
管
理
）

大

門

雅
弘
（
公
在
、
水
道）

仲
介
上

文

子

（
職
業
安
定
所
）

水
野
明
（
農
政
、
農
業
振
興
、
広
田
産
振
興
、
地
域
経
備
計
圃
）

金

田

奈

々
子
（
農
委
、
農
地
調
盤
、
牒
家
台
帳
、
農
地
対
価
、
農
業
資
金
）

追
分
悠
紀
夫
（
農
委
、
農
業
者
年
金
、
農
業
就
業
対
策
、
農
地
資
金
J

氷

口

義
時
（
虚
業
生
・腫
対
策
、
摘
物
防
低
）

。数

家

督

継
（
閣
議
特
産
振
興
、
米
生
産
調
幣
）

｜
桶

茂

〈

林

業
土
木）

ー
普

万

敏
雄
（

h
q

〉

l
小

川

稔

（

h
q

）

高

桜

進

（商
工
業
顕
卵
、運
輸
通
情
、
水
産
振
興
、用
水
組
合
、
観
光
、
山
岳
遭
鎌
）

p

金

井

恵
子
（
内
水
面
漁
業
、
鉱
業
〉

ー
岩

谷

堅

一
（
建
築
、
水
防
）

l
水

島

五
十
笑
（
失
業
対
策
）

ー
藤

田

量

司

（
建
設
用
自
動
車
運
転
）

！
水

島

元

義

（

O

）

ー
谷
口
英
行
（
河
川
、
用
水
、
失
業
対
策
）

｜
永

日

明

弘

（

O

〉

ー
浜
田
峰
雄
（
都
市
計
画
、
土
地
改
良
〉

｜
字

岡

正

〈

都

市

計
画
、
道
路
橋
娯
）

｜
西

島

与

則
（

h
q

）

ー
水

島

正
勝
（

h
q

）

l
森

岡

政

信

（土
地
改
良
）

｜

本

田

正

一
〈

グ

）

ー
前

川

俊

男

〈

地

籍

調
奈
）

｜
本

田

千

代

乃

（

グ

）

－

大

菅

千
鶴
子
（
窓
口
収
納
、

国
民
年
金
印
紙
売
掛
）

一
｜
水
島
は
つ
の
（
収
納
台
帳
態
理
〉

一ー
川

上

克
己
（

一
般
会
計
、
特
別
会
計
支
出
、
決
算
、
物
品
出
納
）

－lt水
野

美
和
子
（
議
会
資
料
、
文
書
）

一｜
小

林

哲

男

（

議

事
、
会
議
録
）

；
折

戸

咲

子

（予
算
務
理
、
教
料
曾
採
択
）

l
岩

谷

治

恵

〈文

総）

l
江

測

隆

信

（
学
校
教
育
、
就
学
）

l
鹿

熊

紀
美
子
〈
学
校
、
保
育
所
給
食
指
導
）

l
藤
田
美
津
子
（

h
q

）

ー
稲

村

尋

美

（

h
q

）

ー
西
田
豊
・

二

（
ス
ク
1

W
バ
マ
ハ
運
転
）

l
折
谷
喪
（
社
会
教
育
、
公
民
館
、
婦
人
団
体
、
文
化
財
、
青
少
年
活
動
）

岡

本

郷

夫
（
社
会
教
育
、

青
年
団
体
、
ス
ポ
ー
ツ
行
事
J

書

館
丁
…

r
L兼
務

I
l
l
－仏
閣
牧
雄
（
図
書
資
料
分
類
）

孝
子
（
閲
覧
、
貸
出
、
保
管
、
読
書
指
導
〉

図
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V
本
年
度
新
役
員

議j易；；どよりヨ
保
育
所
の
設
側
向
上
の
た
め
、
つ
ぎ
の

刀
h

べ
か
ら
笥
付
を
う
け
ま
し
た
。
紙
上
を

借
り
て
厚
く
お
机
申
し
あ
げ
ま
す
。

マ
羽
目
町
境
、
水
山
光
開
氏
か
ら
境
保
育

所
へ
オ
戸
ガ
ン
一
台

マ
朝
日
町
境
地
区
（
代
表
、
水
鳥
居
眠
太
郎

氏
）
か
ら
境
保
育
所
へ
プ
ロ

ッ
ク
カ
l

一
合
携
帯
用
拡
声
機
一
台

マ
境
保
育
所
時
の
会
（
代
表
、
水
島
み
な

氏
）
か
ら
境
保
育
所
へ
室
内
低
鉄
棒
一

台
、
ぬ
い
ぐ
る
み
玩
具
一
式

マ
官
川
崎
保
内
所
母
の
会
（
代
表
、
氷
山
泌

氏
）
か
ら
何
附
保
丙
所
へ
鉄
製
は
し
ご

、，．

一
よ
仁

ら
朝
日
町
制
保
、
中
町
栄
作
氏
か
ら
泊
束

部
保
育
所
ヘ
ロ
γ
カ
1
プ
レ

i
七
ッ
ト

一
ム
円

マ
泊
間
部
保
育
所
父
母
の
九
四
（
代
去
、
獄

一
則
氏
〉
か
ら
泊
南
部
保
育
所
ヘ
ポ
ー

タ
ブ
ル
’
プ
レ
ヤ
1
一
台

マ
朝
日
町
蜂
谷
、
谷
口
有
保
氏
か
ら
小
川

保
育
所
へ
紅
白
制
断
緋

一
式

マ
小
川
保
育
所
母
の
会
（
代
表
、
谷
口
邦

子
氏
）
か
ら
小
川
保
育
所
へ
ス
テ
ー
ジ

幕
一
式

マ
例
日
町
蛭
谷
、
谷
口
邦
子
氏
、
羽
入
、

仙
名
尖
代
氏
か
ら
小
川
保
育
所
へ
大
人

用
雨
具
掛
一
台

マ
朝
日
町
本
町
、
大
村
き
く
え
氏
、
赤
川

山
聞
き
く
え
氏
か
ら
小
川
保
育
所
へ
似

宵
宅
カ
ー
テ
ン
一
氏

マ
山
崎
婦
人
会

〈
代
袈
、
仙
名
敏
子
氏
）

山
崎
川
体
育
所
町
の
会
（
代
表
、
永
日
刊

加
子
氏
）
か
ら
山
附
保
育
所
へ

ス
タ
ン

ト
ピ
ア
ノ
一
白

γ
山
断
的
人
会
（
代
氏
、
川
名
仙川チ
JK）

清

掃

員

募

集

五
月
か
ら
新
ら
し
く
ゴ
ミ
収
集
車
を
購

入
し
、
収
集
地
区
を
ひ
ろ
げ
る
と
と
に
な

り
ま
し
た
の
で
、
つ
ぎ
の
よ
う
に
硝
捕
凸

を
係
り
ま
す
。

持
集
人
民
男
女
年
令
は
削
わ
ず
数
名

待
辿

一
、

H
船
一
五
五

O
l
一
六
五

O
円

一
、
特
別
動
務
手
当
支
給

一
、
則
米
手
当
支
給

一
、
作
業
衣
支
給

一
、
共
的
保
険
加
入

掛川
引
の
か
た
は
れ
は
川
明
日
以
訓
ま
で

県
定
z、－
A込

圏

,-Li 
獄絵、 I 
f ~1 : 

北！

恒
例
の
波
山
開
き
は
胡
日
町
観
光
協
会

と
朝
日
町
間
工
会
の
比
八
俄
で
、
五
月
一
日

午
後
一
時
か
ら
械
山
則
上
で
行
な
わ
れ
ま

し
た
。
今
年
の
山
開
き
は
川
ふ
さ
が
し
ゃ
、

ν
ク

リ
ェ

l
シ
ョ

ン
な
ど
の
雌
だ
く
さ
ん
と
あ

っ
て
参
加
者
も
例
年
よ
り
ぐ
っ
と
ふ
え
て

大
盛
出
。

日
本
海
か
ら
の
潮
の
香
り
や
緑
に
映
え

る
新
緑
の
震
ざ
と
ひ
ら
け
た
眺
望
一
一
を
満
喫

し
、
宝
さ
が
し
ゃ
レ
ク
リ
ェ

ー
シ
ョ
ン
で

は
み
ん
な
童
心
に
か
え
っ
て
の
大
に
ぎ
わ

い
。
春
の
ひ
と
と
き
を
た

っ
ぷ
り
業
し
ん

で
午
後
四
時
和
気
あ
い
あ
い
の
う
ち
に
散

会
し
芋
し
介
。

シ
ー
ズ
ン
を
む
か
え
、
た
く
さ
ん
の
行

楽
容
で
に
ぎ
わ
う
ζ

と
が
期
待
さ
れ
て
い

ま
す
。

八

山

開

き

式

典

v

y

－－
 

ち
ょ
っ
と
一
言
お
う
か
が
い

問
朝
日
町

一
般
は
全
般
に
テ
レ
ビ
受
像
の

磁
い
と
こ
ろ
だ
と
い
わ
れ
、
場
所
に
よ
っ

て
は
、
い
ろ
い
ろ
な
プ
ン
テ
ナ
を
つ
け
た

り
、
そ
の
ほ
か
の
刀
法
を
講
じ
て
も
う
ま

く
い
き
ま
せ
ん
。

ζ
の
よ
う
な
倣
隊
出
に
つ
い
て
ど
の
よ

う
な
対
策
が
な
さ
れ
て
お
り
ま
す
か
、
お

聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

（一

聴
説
者
）

答
ど
承
知
の
よ
う
に
わ
が
町
は
テ
レ
ビ
の

受
像
条
件
に
思
ま
れ
て
い
な
い
山
ろ
く
地

帯
で
す
。
そ
の
た
め
難
聴
硯
地
区
の
純
開

も
か
な
り
広
い
の
が
実
情
で
す
。
し
た
が

っ
て
難
聴
視
解
消
を
望
む
の
は
当
然
で
す

し
、
町
当
局
と
し
て
・
む
か
ね
て
か
ら
N
H

K
を
は
じ
め
関
係
方
面
に
対
し
回
を
彊
ね

て
難
聴
視
解
消
の
早
期
実
現
に
つ
い
て
働

ら
き
か
け
て
お
り
ま
す
。

N
H
K
で
も
こ
れ
が
誠
一一
処
方
に
つ
い
て

い
ろ
い
ろ
の
向
院
か
ら
回
一卜
研
究
検
討
中

で
す
が
、

一
日
・
む
阜
く
鮮
明
な
受
像
が
で

き
る
よ
う
に
、
町
民
の
期
待
に
そ
っ
て
い

た
だ
き
た
い
も
の
で
す
。

・
わ
た
し
た
ち
の
窓
口

・

幼 1

言 ｛理同印刷会す事可催月十
~ ¥ 11事 会 。業決さ二六朝
保庁、 ｛長司王長長 計さ引ー年日
育 VJ  ) 画れ公一度町
宇え ｜ はま議口通体
所 ~ s 米近折筒高箆 つし集中常育
へ VJ l ぎたは央総協
のす J丘藤谷水桜店長 のが店｛公会会
数三 ！ と、家民はの
ケ i敏栄｛言質宗安 お役ど館去i悶
：々Z F 之 り員おでる和
の r:i i雄助一二繁正 で、り日時四四
温か ；7?. 1 11 11 9 8 8 8 7 6 6 s 4 T 
示室 J1°1 G 1°6 ／／会。 i°424 2°4 1°5 1°1 付 1°35ゐ 事昭

~ i I業和 』
寄茅 i 26 25計四

贈；~ i：吹｝ ~ii~ 奈~ ~自 ~i ~ 1：~Jr 
1て l球ス柔卓／〈／〈パ陛野野水日一ソう越 ハ
力） §技キ道球ドス ν球球球泳 ・:rmフ会 軟 年 H

Lつ ！大 l大大 ミ ケ！大大大大白中 l 式
｜会大会会ン ッボ会会会会J!1学ボ 野
て j 会トい 岳駅 l 球、 ン ポノレ ~~伝ノレ 大

大！大 山脱大会
会 Iレ会 lf1会

わ
た
し
た
ち
の
窓
口
を
も
う
け
ま
し

た
。
ご
質
問
ご
相
肢
を
お
寄
せ
下
さ
い
。

た
だ
し
町
民
全
体
に
関
す
る
も
の
に

限
り
ま
す
。

要
旨
は
ご
く
簡
単
に
ね
．
か
い
ま
す
。

取
り
扱
い
は
編
集
委
員
会
に
一
任
と

し
玄
す
ね

（

係
）
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。
電
報
電
話
局
だ
よ
り

正
し
い
電
信
の
か
け
方
う
け
方

ひ
＠
次
の
六
つ
が
正
し
い
か
け
方
、
う
け
方

の

「
コ
ツ
」
で
す
。

て
協
耐
を
か
け
る
前
に
、
ま
す
慌
話

番
号
を
よ
く
た
し
か
め
て

二
、
ダ
イ
ヤ
ル
は
、
指
止
め
ま
で
確
実

に
回
し
、
無
理
に
も
ど
さ
な
い

三
、
相
手
が
出
な
い
と
き
で
も
、
三
十

秒
（
ツ
l
、
ッ
I
音
十
回
）
ほ
ど

は
待
っ
て
み
る

問
、
お
話
し
中
の
と
き
は
、
三
分
ほ
ど

待
っ
て
、
か
け
闘
す

五
、
無
音
：
：
：
で
も
、
故
附
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。
そ
の
ま
ま
、
し
ば
ら
く

待
つ
よ
う
に

六
、
話
は
、
民
．
領
よ
く
、

m
mに

＠
〆
イ
ヤ
在
地
話
教
室
を
ご
希
望
の
方
は

当
局
電
話
常
業
係
（
協
話
二
！

一
0
0

0
）
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

さあ

。
住
宅
金
融
公
庫
だ
よ
り

住
宅
建
設
資
金
の
借
入
れ
申
込

み
に
つ
い
て

（思諸説脇島）第189号

住
宅
金
融
公
庫
で
は
九
月
三
十
日
を
し

め
切
り
日
と
し
て
無
抽
せ
ん
で
住
宅
逮
設

資
金
の
貸
付
け
を
行
な
っ
て
お
り
ま
す
が

受
付
場
所
は
富
山
相
互
銀
行
泊
支
店
と
な

っ
て
お
り
ま
す
。
く
わ
し
い
と
と
は
同
支

店
に
お
問
い
あ
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
お
も
な
貸
付
け
条
件
は
つ
ぎ
の

と
お
り
で
す
。

・
自
分
の
住
む
た
め
の
住
宅
を
必
裂
と
し

て
お
り
、
土
地
の
懲
備
が
で
き
て
い
る

方

(7) 

－
収
入
月
額
が、

当
初
の
償
還
金
の
六
伯

以
上
あ
る
方

・
住
宅
部
分
の
床
間
的
は
ご一

O
WT万
米

（

約
九
坪
）
以
卜
、
一

二
C
MB刀
米
〈
約

三
十
六
即
）
以
下

－
貸
付
利
率
年
五
分
．
h
川町

．
返
済
期
附

耐
火
構
泊

三

十
五
作
以
内

聞
易
耐
火
構
造

二
十
五
年
以
内

そ
の
他
木
造
十
八
年
以
内

・
借
り
ら
れ
る
金
額

耐
火
降
造

一
O
五
万
円

プ

レ

ハ

ブ

木

造

九

五
万
円

木

造

八

O
万
円

．
返
憐
方
法

元
金
制
等
、
割
賦
悩
避
で
毎
月
払
い

－
そ
の
他
決
村
漁
村
向
き
住
宅
、
改
良
住

宅
資
金
の
申
し
込
み
も
受
付
け
て
お
り

ま
す
。

。
国
鉄
だ
よ
り

鉄
道
恵
故
防
止
に
ご
協
力
を

O
線
路
内
を
歩
か
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ

旦つ。国鉄
で
は
、

五
月
三
十

一
日
ま
で
、
鉄

道
妨
害
防
止
運
動
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

昭
和
四
十

一
年
頃
か
ら
、
鉄
道
妨
害
事

故
は
だ
ん
だ
ん
減
っ
て
お
り
ま
す
が
、
今

な
お
、
子
供
の
胆
石
い
た
ず
ら
や
、
線
路

内
の
通
行
、
耕
転
機
の
組
織
匂
の
航
自
郁

故
が
例
年
、
お
甘
さ
き
か
ら
股
繁
期
に
か
け

て
多
く
発
生
し
て
お
り
ま
す
。

国
紙
で
は
、
設
備
の
改
醤
ゃ
、
そ
の
他

い
ろ
い
ろ
な
対
策
を
と
っ
て
き
て
お
り
ま

す
が
、
事
故
の
防
止
は
設
備
の
改
活
に
あ

わ
せ
て
、
こ
の
運
動
期
間
だ
け
で
な
く
、

年
聞
を
過
し
て
、
鉄
道
を
守
る
国
民
運
動

と
し
て
広
く
み
な
さ
ま
万
の
ご
開
解
と
と

協
力
を
仰
が
な
り
れ
ば
、
そ
の
効
果
を
あ

げ
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

こ
の
た
め
、

つ
ぎ
の
ζ

と
が
ら
岳
山
ザ
っ

て
い
た
だ
く
よ
う
ご
協
力
を
お
断
い
い
た

し
ま
す
。

C
線
路
内
の
立
入
り
ゃ
、

構
内
通
行
は
大

変
危
険
で
す
か
ら
絶
対
に
や
め
ま
し
ょ

う
。

O
子
供
は
、
航
路
の
近
く
で
ぺ
遊
ば
な
い
、

遊
ば
せ
な
い
一
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

O
踏
切
り
は
、
一

日
一止
ま
る
だ
け
で
な
く

左
右
を
よ
く
た
し
か
め
て
か
ら
控
り
ま

し
ょ
う
。

O
踏
切
で
自
動
車
な
ど
が
動
か
な
く
な
っ

た
ら
直
ち
に
踏
切
り
非
常
ボ
タ
ン
や
、

発
え
ん
信
号
を
使
っ
て
、
ま
ず
列
斑
を

止
め
る
手
配
を
先
に
し
ま
し
ょ
う
。

泊
駅
に
旅
行
案
内
所
を
股
置

－
六
時
凶
十
三
分

急
行
立
山
四
号

．
十
三
時
二
．
．
 
分

（雲）
i ~ l 
｛言j

マ
行
政
相
談
所

日

日寺

毎
月
第

一
月
限
日

午
前
十
時

t
午
後
一一一
昨

朝
日
町
財
人
会
館

糸
魚
川
行

前
号
で
お
知
ら
せ
し
た
と
お
り
、
広

報
「
あ
さ
ひ
」
の
編
集
は
、
従
来
教
育

委
員
会
に
お
い
て
担
当
し
て
お
り
ま
し

た
が
本
年
度
か
ら
は
、
総
務
部
に
お
い

て
行
な
う
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

ま
た
凶
十
六
年
度
の
編
集
委
員
は
つ

ぎ
の
と
お
り
で
す
。

委
員
長
（
学
識
経
験
者
）
九
里

戸
別
委
員
長
（

h
q

）
間
部

・
委

員

（

グ

）

広

川

関
係
穣
関
代
表
委
員

校

長

会

加

藤

体

協

鈎

地

迎

合

背

年

間

折

谷

連

合

婦

人

会

山

中

川坂

農
業
セ

ン
タ
ー

藤
田

議
会
事
務
局

野
村

教
育
寮
員
会

水

野

島
編
集
事
務
担
当
（
総
務
課
）
松
本

庁
内
各
課
広
報
担
当
員

大
阪
行

－
企

聞

財

政

課

中

村

。
五
月
一
日
か
ら
、
泊
駅
に
旅
行
案
内
所

が
波
町
さ
れ
ま
し
た
。

旅
行
の
相
談
、
指
定
券
の
申
し
込
み

荷
物
の
託
送
な
ど
、
そ
の
ほ
か
い
ろ

い
ろ
な
こ
と
に
つ
い
て
ご
刺
吋
、
だ

さ
、。

。
つ
ぎ
の
よ
う
に
季
節
列
車
の
延
長
運
転

を
行
な
っ
て
お
り
ま
ず
か
ら
ど
う
ぞ
ご

利
用
く
だ
さ
い
。

凶
月
二
十
六
日
か
ら
九
月
三
十
日
ま

で。

（的
駅
発
附
刻
）

1
4
n
，
 

・
九
時
四
十
八
分

魚
行
立
山
二
号

．
十
五
時
五
十
七
分

急
行
立
山
三
号

．
二
十
一
時

O
六
分

急
行
立
山
四
号

下
り

大
阪
行

大
阪
行

場

1lfr 

． 

． 

む
行
江
山
一
号

L
・I
・－－

L
「

．
」』
別
院
－
l
y
fhん

弘
行
V
ー山
ニ
リ

糸
乱川い
川
行

糸
白
川
行

マ
人
権
法
律
相
談

「l

11.'f 

持
川
第
三
月
曜
け

午
後
一
時
J
午
後
問
時

制
日
町
脇
工
会
館

場

所

マ
心
配
ご
と
相
談
所

日

件事

場

毎
週
月
曜
日

午
前
十
時

t
午
後
三
時

所
朝
日
町
附
人
会
館

昭
和
四
十
六
年
度
広
報

「
あ
さ
ひ
」
編
集
委
員

｜｜ 

新

ス

タ

ッ

フ

紹

介

， 

巴巴． 
巴‘

伯 雄鹿住税

ffkj設業民務

謀

長

原

忠

課

中

村

勝

弘

～

課

高

桜

進

一

課

前

川

俊

男

一

院

鍛

治

常

二

（第
－
図
編
集
委
員
会
）

親 部道
義治 1

ー．・ー ．・・・・・・ー・..・.. 一白， . . .. ．．．一一ー’ 一・、－.. ・ー..ー ．一ー ..・ ー..・－ ー... 一ー

保力久富寓 II寺僧太
111：次四 二 校火矢郎

出t

r
a
n
f
ι
q
u
 



昭和46年 5月 10日
月刊（毎月10日発行）ひさあ（密議長：~m）第189号 (8) 

料
困
層
管
リ
義

・
開
館
時
間
午
前
八
時
三
十
分
i
午
後

五
時
（
日
曜
日
午
前
八
時
三
十
分

t

正
午
）

－
休
館
日

月
眼
目
、
祝
祭
日

・
ど
な
た
で
も
自
闘
に
借
り
ら
れ
ま
す
0

．
無
料
で
す
0

・
お
求
め
の
本
が
図
書
館
に
な
い
と
き
は

ほ
か
の
図
書
館
（
県
立
図
書
館
、
市
町

立
図
書
館
）
か
ら
借
り
ら
れ
ま
す
。

。
団
体
貸
出
の
す
す
め

あ
な
た
の
職
場
や
近
所
で
読
書
を
ひ
ろ

め
て
下
さ
い
。

婦
人
会
、
背
任
・
回
、
町
内
会
、
ど
ん
な

グ
ル
ー
プ
で
も
結
構
で
す
。
代
表
者
が
図

宙
飽
か
ら
本
を
借
り
て
、
そ
れ
を
会
員
が

利
用
し
ま
す
。

－
一
カ
月
間
俗
り
ら
れ
ま
す
。
ご
希
望
の

方
は
、
図
書
館
へ
お
問
い
合
せ
く
だ
さ

1

0

 

－
V
 

〈
新
着
図
書
〉

日
本
の
名
者
（
井
上
光
貞
）
中
央
公
論
社

長

た

る

心

関

牧

翁

世

間

哲

学

十

躍

本

多

修

附

西

洋

と

日

本

増

田

四

郎

新

情

史

跡

あ

る

き

高

蹴

勝

治

北

極

点

を

越

え

て

木

村

忠

雄

大

名

や

り

く

り

帖

般

好

貞

夫

女
性
は
い
か
に
未
来
を

拓

く

か

松

山

冊

子
替

日
本

列

島

文

化

諭

岡

本

太

郎

他

暗
い
谷
間
の
労
働
運
動
（
岩
波
新
豊
富
）

大
河
内

一
男

香
港
の
水
上
居
民
〈
岩
波
新
書
）
可
児
弘
明

食
生
活
公
害

新
井

ソ
ビ
エ
ト
宇
宙
計
闘
を
探
る

チ
ャ
ー
ル
ズ
・
s・
シ
ェ
ル
ド
ン

洋

食

の

こ

つ

茂

出

水

心

過

日
本
の
城
と
文
学
と

井
上

京
和

農

政

の

基

調

柏

拍

賢

米
と
牛
乳
の
経
済
学
（
岩
波
新
盤
〉

大
島

わ
た
し
の
人
生
行
路ア
ン

vaν
・
モ
l

ロ
ワ

童

話

へ

の

招

待

神

宮

輝

夫

み

き

の

病

床

日

誌

井

本

稔

私

の

遍

歴

時

代

三

時

由

紀

夫

今

日

の

雪

大

仏

次

郎

わ
た
し
の
二
十

議

闘

谷

正

造

新
背
年
傑
作
選
（
全
五
巻
）
繍
鵡
正
史
他

背

谷

の

蹄

鉄

石

川

述
三

花

も

め

ん

大

波

郁

子

背
番
の
門
（
上
、
下
）
五
木
寛
之

山
口
組
三
代
目
（
上
、
下
）
飯
干
克
一

突

の

細

道

殺

人

事

件

斉

藤

栄

小

説

三

億

円

事

件

佐

野

洋

母

の

証

言

烏

本

久

恵

異

形

の

白

昼

筒

井

康

隆

恋
す
る
ζ

ろ

（

上

、

下

）

森

村

桂

柳
生
の
金
魚

山

間

荘

八

柳
生

一
族

山

間

荘

八

谷
の
坂
道
（
一
、
二
）

山
附

綻
八

・亘置碩...... W!ll 
4月30日現在

5,097世帯

9.157人

10,642人

19,799人

男

計

世帯数

女

通
友情

（
昭
和
四
十
六
年
四
月
十
四
日
現
在
）

。

結

婚

（お
し
あ
わ
せ
に
）

マ
金

山

H
清
水

宣
久

南

保

H
佃

き

よ

子

マ
草

野

H
佐

渡

和

歳

青
海
町
H
浅

羽

明

美

マ
宮

崎

H
佐

田

正

秋

入
替
町
H
青
木
み
ど
り

マ
松
本
市
H
赤

沢

久

好

赤

川
H
浜
川
由
紀
子

V
窪

田

H
東

情

蹴

下
山
新
H
住
吉
伊
都
子

マ
境

’

H
水

砧

英

明

mm部
市
リ

村

上

順
子

マ
境

H
目

減

克

行

関

尾

H
向
島

政
子

マ
藤

塚

日

沢

本

喜

八

東
草
野
uu水
島

笑

子

マ
憤

水

リ
沢
井

清
穏

桜

町

リ
山

手

弘

チ

マ

荒

川

H
岡

本

邦

夫

立
山
町
U
十
松
み
き
子

マ
三
枚
隔
日
前

川

昭

治

桜

町

H
鍛

治

浪

子

マ
的

H
火
v
wu

邦
雌

入
部
町
N
五
ト
虫・
祥
子

マ
泊

H
一
仏
川
通
久

境

H
水
島
出
げ
ぷ
J

V
平

柳

日
内

川

好

雄

滑
川
市
H
宮
永
小
代
子

マ
秋
田
市
川
石

川

良

二

道

下

・リ
宮
田
佐
知
チ

一V泊

H
H
能即日
μ

征
男

大
沢
野
町
H
細
井
初
肢

マ
三
枚
橋
日
渡

辺

明

泊

1
松
阿
佐
和
子

マ
荒

川

H
九
野
木
幸
雄

境

H
水
島
千
津
子

マ
荒
川
川
汁
尾

山

武

久

衛
岡
町
U
宮
崎
富
美
子

マ
赤

川

U
浜

市

司

沼

保

H
武
田

洋
子

マ
泊

目
永

井

敏

一

荒

川

リ
稲

沢

雪

子

マ
南

保

リ
松

下

肇

入
善
町
H
上
原
志
憲
子

。

出

生

（お
す
こ
や
か
に
）

マ
泊

高

桜

良

治

長

女

平
鶴

マ
横

尾

藤

沢

勇

長

男

寛

之

マ
麟
尾
柴
田
義
彦

長
女

聡

英

マ
大

家

庄

太

倉

滋

長

男

午

仙

マ
伯

大
愈
勝
一

長
男

暢

マ
泊

五

十

嵐

利

昭

二

男

佑

二

マ
倒
尾
谷
口
章
二
二
女
伊
代
子

マ
南

保

更

田

和

作

長

男

誠

マ
道

下

大

平

正

徳

二

男

竜

志

マ
荒

川

山

懐

惰

彰

長

男

岳

芯

マ
南

保

清

水

憲

弘

二

男

怒

治

V
大
家
庄
杉
本
宏
一
長
男
和
彦

マ
泊

水

島

正

博

長

女

奈

津

子

マ
硝

尼

崎

間

善

長

長

女

嫡

子

マ
宮

崎

中

山

伸

夫

長

女

事

忠

マ
泊

近

江
修

治

長

女
奨
智
子

マ
東
灘
野
ド
ザ
崎
飽
雄
長
女
道
代

FV
蛭
谷
竹
内
竹
与
三
女
美
智
子

マ
道
一卜

中

陣

将

夫

長

女

毘

吾

マ
泊

料

井

正

美

長

男

中

ワ
沼
崎
水
島
常
管

長

男

裕

司

マ
平

柳

島

好

人

長
女

里
美

マ
横

尾

大

平

忠

長

岡

山

俊

介

。

死

亡

（お
く
や
み
申
し
あ
げ
ま
す
）

マ
赤

川

同
時
金
太
郎
土
ハ
二
）

マ
平

柳

河

村

登

志

（

六
八
）

マ
山
崎
久
保
田
金
太
郎
（
六
回
）

マ
殿

町

橋

本

も

り

〈

八

六

）

マ
道

下

魚

津

剛

（

九

カ

月

）

マ
西
町
末
上
み
つ
ゑ
（
五
六
）

マ
沼

保

笹

川

ふ

じ

（

六

五

）

マ
沼

保

大

谷

弥

五

（

七

九

）

マ
山

崎

山

田

蕃

（

八

一ニ
）

マ
沼

保

一

戸

坂

よ

き

（

九

O
）

マ
三
枚
橋
前
川
長
松
（
七
一
）

マ

泊

岡

き
の
（
六
一
一
）

守
三
枚
橋
渡
辺
松
次
郎
（
七
二
〉

マ

積

水

渡

辺

ち

ゑ

（

八

一

）

マ

泊

中

陣

源

蔵

（

六

六

）

マ

窪

田

水

野

諒

一
郎
〈
七
五
）

マ

草

野

広

田

ツ

ヤ

（

六
回
〉

マ
笹

川

竹

内

買

（

二

O
〉

マ
策
草
野
下
沢
吉
太
郎
〈
八

O
）

マ
泊

水

品

石

松

（

五

六

〉

…

p
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崎
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町
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の
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